








5.結論 

 Ⅰ．0.1～20%濃度の血清を遊走因子として正常者単球の遊走能をみると,単一の遊走因子

では説明できない 2相性の変化を示した。 

 Ⅱ.INS 患児の 20%稀釈血清に対する正常者単球遊走能測定で,MPGN を主体としたス剤抵

抗性 INS 群で有意に低値を示した。 

 Ⅲ．患児および正常者血清 IgG は共に,低濃度域(200μg/ml)においても,遊走因子となり

得た。このことは,IgG の関与する局所病変を考える際重要な所見と考えられた。 

 Ⅳ.患児,正常者単核球より得た lymphocyte derived chemotactic factor(LDCF)による

正常者単球遊走能亢進には差を認めなかった。また,INS 患児血漿中 C5s des Argは有意に

検出されなかった。 


